
日本語教育部会授業研究会  

 

 

 

研究所日本語教育部会が、明石市の中学

校において２年生の国語の授業を参観し

ました。 

 単元名は「詩を楽しく読み味わう（教材

「ジーンズ」）」。授業は、イメージをもつ、

イメージをふくらませる等、“イメージ”

をキーワードに展開されました。また、生

徒と作品・作者との距離を縮めるために、

授業者が教材と同じ題名で詩を自作するなどの多種多様な手段が用いられ、

生徒たちが授業者自身の豊かな発想に引き込まれているのが印象的でした。 

 

その後の研究討議では、“詩を味わう”を

テーマに、それぞれの実践をもとに協議が

おこなわれました。協力研究所員からは、

詩と向き合うための「視写」の中学生に対

する有効性や「どれが擬人法か」だけでは

なく、「なぜ擬人法が使われているのか」

の重要性などの助言がありました。教える

側の知識・感性の大切さを再確認する貴重な機会となりました。 
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